令和4年 第420回信濃町議会定例会9月会議 会議録（3日目）

（令和4年9月6日　午後1時50分）

●議長（佐藤武雄）　休憩前に引き続き会議を開きます。

通告の4、湊喜一議員。

1、ヤングケアラー問題について

2、聴覚障がい者の情報保証について

議席番号10番、湊喜一議員。

◆10番（湊　喜一）　議席番号10番、湊喜一です。通告に従いまして2点の質問をさせていただきます。まず最初の質問ですが、去年の6月会議においてヤングケアラー問題を取り上げて1年3か月が経ちました。当町として認識と研究は深まったものと思いますが、県内においてもこのヤングケアラー問題の相談窓口を設置する自治体もちらほら見受けられます。厚労省もこの問題をしっかり取り上げ、各種相談窓口を設けております。民間も支援の組織がかなりできてきております。ということで、信濃町のヤングケアラー問題についての進捗状況、どういう形まで進んだのか教えていただきたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長(横川正知)　 湊議員さんのご質問について、総体的な部分としてお答えさせていただきたいと思います。昨年の6月議会で、湊議員さんからもこの問題を最初に取り上げていただいて、私自身も勉強させていただきました。今、行政の立場としまして、まずそういった青少年の皆様方が実際にどのようなケースがあるかというような、状況確認・把握することがまず大前提かと思います。そういった意味では私ども町長部局と、そしてまた教育委員会、関係するそれぞれの所管に関わって持てる組織を通じながら、その状況について実態を把握するための具体的な行動もさせていただいているというようなことでございます。今の状況からしますと、そのことをもって実際にヤングケアラーに相当するというような事例は、今のところ無いというふうに私どもも報告を受けているところでございますが、通常の業務中で取り組みとしてその状況把握に絶えず務めているということでございます。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　今、信濃町にはヤングケアラーと言われる人たちはおられないというのが実情なんでしょうけれども、前回にもお話しましたけれども、まず見つかりづらい、発見するのが非常に大変だろうと思います。これからいろいろな例題といいますか、自評のお話をさせていただきますけれども。まず宿題をするための自分の時間が持てない、家族のケアは子どもの育ちや教育に影響を及ぼしてしまうことがあると。一方で、周りの大人の家事などをやること、お手伝いですね、これを当たり前だと思っていたり、自分自身がヤングケアラーであるということに気付かない、要するに表面化しづらいというのがこのヤングケアラーだと思います。この問題の根底には、本人や周囲が抱いている「家族がするのが当たり前」という考え方、そういう思い込みがあるということが一番根幹にあると思っております。例を挙げますと、元ヤングケアラーで、今このヤングケアラーの支援団体の代表をされている宮崎さんという方の話なんですけれども、母の隣に寝て夜中におぶってトイレに連れていき、その後朝練のために早く起きて学校に行くというような生活を送っていました。母方の祖父母が家に来ると、泣いて僕にありがとうとお礼を言ってくれるのですが、なぜお礼を言われるのか分からなかったと、それぐらい当たり前のものとして認識していたと、そういう状況だったというお話をされております。ヤングケアラーは子どもなので家族のために少しでも役に立ちたいと皆必死で頑張っている。最初はお手伝いぐらいの範囲が次第にお手伝い以上のことをするようになった、自分や周囲の当たり前という思い込みによって気付きにくい、また気付かれにくいのがヤングケアラーの実態である。そこで埼玉県の例なんですけれども、ヤングケアラーの当たり前を変えていく新たな取り組みを始めていると。去年の7月から学校に元ヤングケアラーを招いて出張授業を行っていると。その中で話を聞いて自分自身がヤングケアラーであったと気付いた生徒がいたとそういうお話です。また同じく教員に向けて、教員向けの研修を行うなどヤングケアラー当事者だけでなく周囲にいる大人たちの認識を変える取り組みも始めておられます。当たり前とされてきた認識を変え、ヤングケアラーの存在に気付ける職員・教員を増やす必要があると埼玉県では考えているようです。そこで教育委員会教育長にお聞きします。当町における教師による家庭訪問の実態、教師が家庭に入ってそういうことを見つけられる場合もあると思います。また今紹介したような出前授業、講演会そういうようなものをやっていこうという意欲があるのかお聞きしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。

■教育長(佐藤尚登)　　ヤングケアラーにつきまして当町の対応をお答えいたします。まずヤングケアラー問題全般に関してですけれども、これ前回議員の質問に答えたことと重複するかもしれませんが、私どもとしてはこの問題への対処の第一歩は、子どもたちが置かれている生活実態を把握することにあるというふうに認識しています。従いまして重要なのは教職員をはじめとする大人たちが、常に児童生徒の中にヤングケアラーがいる可能性があるという認識を持って接していくことだというふうに考えます。従って教育委員会及び学校では校内の支援会議、あるいは要保護児童地域対策協議会等を活用して、関係機関が連携してヤングケアラーの存在が見逃されることのないよう、地域社会全体で見守ることが大切だというふうに考えております。更に学校でも子どもたちの普段の様子をよく観察するとともに、年3回行われるいじめや学校生活に関するアンケートで心配なことを書いてもらう等、把握に努めています。また校内の様々な会議においてトータルコーディネーターを中心とした担当教職員に加え、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどが把握している情報を共有し、引き続き課題を抱える児童1人1人に応じた早期発見、早期支援を関係機関と連携して取り組んでまいります。もしそれらの結果、ヤングケアラーに該当する子どもがいた場合には、子どもの権利を侵害されることなく、適切な養育を受け、健やかな成長と教育の機会が約束されるよう最善を尽くす所存です。これが大前提です。それからお尋ねの家庭訪問についてですが、家庭訪問については様々な議論がありまして、なかなか教師がお宅に上がり込んでいろいろなお話をするということができにくい、またコロナの影響も無しとはしませんけれども、社会情勢の変化の中でとりわけそういうデリケートな問題があるときに、そういうご家庭に教師が上がりこんで、つぶさに状況をお聞きするということはかなり難しいのではないかと考えます。ですから家庭訪問をしなくてもそういう子どもがいる場合には把握できるような、先ほど申し上げたような様々な試みをしているということで、ヤングケアラー問題に関してはご理解いただければと思います。それから付け加えますと、これは既に報道されていますが、今月9月中に県が県内の小学校5・6年生、中学生及び学校を対象として、全県一斉の長野県ヤングケアラー実態調査を実施するということの事前通知がありましたので、それをもって更に正確な状況が把握できるかと考えています。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　県がやるというアンケート、これは私も知らなかったんですけれども、これは大変良いことだと思います。ただアンケート調査で炙り出されるかどうかというのは疑問部分もあります。先ほど言ったように自分がヤングケアラーであるということが全然気付いていないという部分があると思います。あと一番大事なんですけれども、ヤングケアラーであって、あとどうしたらいいんだということもあると思うんです。結局ヤングケアラーだけでなく、大人にしても周りからなかなかそういう部分を見ていただけない、こういう事情で介護しないと駄目だということを理解していただけないというのがあって、ケアラーヤングケアラー共に居場所というものを作る必要があるなと。先ほどいっていた元ヤングケアラーで今現役の大学生なんですけれども、みんなの居場所というNPO法人を立ち上げた大空さんという方がおられるんですけれども、その言葉を紹介させていただきたいと思います。「私自身も病気を抱える母親と2人で生活してきた経験があります。ヤングケアラーといっても決してそれが可哀想な存在ではないと思っています。ヤングケアラーも家族を支える役割を感じられれば、それが存在意義である場合もある。ただそれが行き過ぎて子どもたちが何かを犠牲にした瞬間にそれは正常ではない。そういう場合には第三者が関わって社会が伴走することが望ましいと考えている。」と。要するにヤングケアラーは可哀想な存在ではないんだと、これは決してヤングケアラーをおこしてしまっている家族を悪者にしてはならないという部分だと思うんですよね。子どもたちが自分の時間を犠牲にした瞬間を、周囲の人間が気付いてあげる必要がある、その一番身近にいるのが教職員であると私は思っているので、教職員はそのヤングケアラーということに関してしっかり認識をしていただいて対応していただくような体制づくりをしていただきたい。今教育長の答弁の中には、大体そういうことは信濃町では行われているように見受けられますので、それはいいのかなと思っております。あとこれで大事なのが、前回の答弁でもスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、活舌が悪いのでSSWと呼ばせていただきたいんですけれども、このSSWが非常に大事だと思います。長野県全体で学校に常駐していないということなんですけれども、SSWが学校に常駐していただくのが一番問題を端的に炙り出すというか、拾い上げるというか、見つけられるチャンスが増えてくると思います。SSWがヤングケアラーを発見した例があるので紹介したいと思うんですけれども。母親と女の子3人の生活をされている離婚されてシングルマザーなんですけれども、この次女が特別支援学校に通っている、そういうことをSSWが気付いてその情報を学校から得たので、SSWは長女がヤングケアラーではないかなという可能性を考慮して母親、長女各々に個別面談を行ったと。そうすると母親は、家族で対応すると。ホームヘルプサービスや入浴サービス等を利用していない、長女と三女に次女のトイレや入浴の介助を手伝わせている。長女は妹をかわいいと思う一方で介助を含む母親の対応にストレスを感じて、また自分自身への関与を求めていることを把握して、長女に爪嚙み・抜け毛等があることから母親が長女を小児科に受診させ、医師より助言を得られるように支援をしていったと。母親らが家族状況を踏まえて長女への対応を決めることを支援、ここで学校間カンファレンスをしっかりやったと。先ほど教育長が言っておられた支援会議ですね、ほぼ同じ同義語だと思います。学校間カンファレンスを実施して、結果長女は祖父母と同居することになり、長女は宿題を祖父に見てもらえて嬉しいと話し長女の行動は改善されていったと。ところが母親のケア負担が増加し今度は三女にかまえなくなる、三女は遅刻したり忘れ物が多くなったと。そこでSSWは学校で母親のケア負担軽減のためにホームヘルプサービス、入浴サービスの利用を母親と検討する、これ学校カンファレンスの中にもう1つ福祉が入ってきて三者協議といいますか、そういう形ができたという。それによっていろんな問題が解決の方向に進んでいるという。結局このポイントというのは、学校とヤングケアラーについての知識を持つSSWとの連携で、ヤングケアラーが早期に見つかった、それでヤングケアラーへのアセスメント及び支援計画の作成が素早くできていった。ヤングケアラー自身のケアの負担が軽減して、新たに支援の開発という形ですかね、そういう形が出て解決の方向に進んでいる、向かっているというこれが一番大事なところだと思いますので、ということはやはりいろんな横断的に、学校、教育委員会、それから住民福祉課辺りが常に連携をとっている。現実に今ヤングケアラーの実態がないという場合においても常にそういう学校間カンファレンスの中にも福祉の手が入っている、目が入っているということが必要だと思うんですけれども、そういうことに関して教育長、担当課にお聞きしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。

■教育長(佐藤尚登)　　議員ご指摘の通り、今学校で子どもたちの学びを保証していくにあたって、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの果たす役割は大変大きくなっているというふうに認識しています。ただこのスクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーは、この地域ですと北信教育事務所の所属で、そこから各学校に派遣されるスタイルです。どこの学校もより多くの時間を回してもらいたいという要望は出しているようですが、おそらく予算的な制約もあって必ずしもすべての学校が満足している状況ではない、というふうに思います。ただ当町におきましてはこれとは別に、町の単独事業として心の教室相談員ということで配置していただいていまして、この度の6号補正でも更にその時間の増加についてお願いしているところですが、スクールソーシャルワーカーとして大変ご活躍していただいているところです。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　それでは住民福祉課の立場からお答えをさせていただきますが、以前湊議員さんからヤングケアラーについてご質問をいただき、当課の立場といたしましても調査・研究をしているところでございます。また私ども住民福祉課の管轄の範囲では、保健予防関係それから在宅介護関係の保健師、ケアマネジャーにそういったヤングケアラーについての情報について、訪問等々も合わせて調査をしていただいているところでございますけれども、現状ではそういった要介護認定者のうちの在宅介護を受けている方、それから障がいの方で在宅で介護を受けている方等々見たところ、18歳未満でヤングケアラーという方は確認できないという状況でございます。町の相談窓口でございますけれども、現在ヤングケアラーに特化した相談窓口は設けてございませんけれども、住民福祉課では福祉介護、包括、保健予防等生活支援に関わる総合相談窓口になっていますので、ヤングケアラー問題についてご相談があれば、当然できることは対応いたしますし、必要に応じて児童相談所や、また関係機関にもお繋ぎをしてまいります。またヤングケアラー問題に関わらず、子どもの各種問題につきましては教育委員会と住民福祉課が連携しまして、支援会議等々保健師やケアマネも入って、そういった問題は常に会議を開催しながら相談支援を行っておりますので、そういうことでご理解をいただきたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　いろいろ町はそこそこの体制は整っていると理解はさせていただきます。いろんな問題が今のご時世では起こっても不思議ではない、信濃町ではたまたまそういう核家族が少ないからかも分からないんですけれども、三世代が同居している家が多い、そういう世帯が多いゆえにそういう部分がないかも分からない、三世代で住んでいるがゆえにじいちゃんばあちゃんの介護を子どもたちが手伝っている可能性も無きにしもあらずだと思いますので、その辺注視してそういう目をしっかり拾い上げていただきたいなと思います。これはヤングケアラー問題だけではなしに、学校のいじめ問題にも関係するんですけれども、一番大事なのはそういう悩んでいる児童生徒たちの居場所作りというのが大事だろうと思います。児童生徒だけではなく、介護をしているケアしている人たち、ケアラー全体に言えることなんですけども、なかなか社会から理解されにくい、そういうケアをしているがゆえにいろんなところに出かけられなかったり、旅行ができなかったり、例えば遊びに行けなかったりという場合が大いにしてあります。そういう人たちのための居場所作り、信濃町は介護しているケアラーの金銭的に補助も入れていますし、年1回でしたか、介護の人たちの日帰りの小旅行もされています。そういうのは非常に大事だと思っておるんですけれど、居場所作りで同じ境遇にある人たちが、自分たちの悩みをお互いに話し合うことができるような場を作るというのは非常に大事だと思っております。先ほど、元ヤングケアラーでNPO法人みんなの居場所を仕上げた大空さんの話なんですけれども、要するにいろいろと悩みを持っていて話したくても話せない、頼りたくても頼れないといった望まない孤独ですね、これが多くの場合社会問題になっている、いじめも同じことだと思います。いじめられている人たちに居場所がないという。様々な悩みを抱える人からの相談に、無料で匿名のオンラインのチャットを開いておられる。相談が非常に多くて1日1000件以上の相談を受けていると、対応が追い付かなくなっているような状況であります。そうした社会現象であって、チャットの中でようやく居場所を見つけている。この大空さんがヤングケアラーでありながら大学までいけたというのは、自分の高校時代に信頼できる教師と巡り合ったと。その教師と出会って孤独から抜け出して、それまで考えもしなかった大学進学を考えるようになって実際大学進学して今学んでおられると。その大学で学びながら自らにとっての恩師の存在のように今悩んでいる人に対して身近に相談できる場所を作りたいというところで、このNPO法人を立ち上げたということのようです。ですから世の中にはこうしたヤングケアラー、それからいじめに遭っている人たちの居場所をしっかり作る必要があると思っております。信濃町にこういう要求はしておりませんけれども、そういうところは必要だと思いますので認識していただきたいと思っております。ケアラー自体、信濃町は一応いろんな対応をされていると思います。ただもっとこうサロンみたいな形で、ふた月み月に1度くらいケアラーが集まれる場所があって、いろんな悩みを話し合える、仲良くなれる場が必要じゃないかなと思うんですけれども、あれは何という事業でしたか。介護している人たちを年1回小さなバス旅行をされているあの事業、リフレッシュ事業ですか、あれを拡充されるもしくは増やす、そういうような気軽にお茶のみサロンみたいな形でお話ができるようなサロン、そういうのをもう少し拡充される考えはあるでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　先ほど教育長の方からも答弁がありましたけれども、県がそういった実態調査もやるという状況でございますので、そういったものも見ながらまた判断させていただきたいというふうに考えます。今後また検討をしていきたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　県がアンケートをやってくれるということは非常にありがたい、私はこれからアンケート調査などはやっていただきたいなとは思ったので用意していたんですが、県がやっていただけるということで、その質問は割愛させていただきます。今回このヤングケアラーだけでなく、ケアラー全体の問題を取り上げる必要があるのでいろいろ調べていると、先進的な事例を見つけることができました。栗山町のケアラー支援推進計画、議会基本条例を真っ先にやった栗山町、さすがにこういう問題は早いなと、つくづく尊敬をさせていただいたんですけれども。しっかり栗山町全体のヤングケアラーも含めたケアラーの実態のアンケート調査をされて、町自体の問題を取り上げてそれに対する政策、それまで決めている。これは令和3年、去年の6月に始めて12月に結論を出して、支援計画として出しておられます。ぜひともこれを研究して真似をしていただきたいと思うんですけれども、施策までしっかり考えられております。そして、すごいなと思ったのは、栗山町ケアラー支援条例まで作っておられる。全9条ですかね、すごいなと思ってやることがすべて早い、しかも住民のニーズにしっかり合っている。こういう政策をとっておられるというのは、本当に見本にしていただきたいと思いまして、これをぜひとも紹介させていただきたいと思うんですけれども、ほんの少し前に担当課長にこういうのがあると囁いたんですけれども、担当課長多少でも見られましたか。
●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　はい、議員さんからご紹介をいただきましたので、お昼休みに打ち出しまして少し見始めたんですけれど、全部はまだ見ていませんが勉強したいと思います。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　ぜひともこの栗山町のケアラー支援推進計画、非常によくできております。県のアンケート調査の結果も踏まえてこういう支援計画をぜひとも立てていただいて、ヤングケアラーだけではなくケアラー全体を包括していく、すべての政策に取り入れていくという非常に大事な部分だと思います。これからますます高齢者が増えていく信濃町でございます。私も片足から両足を突っ込む状況になっております。自分の行く先もしっかり考えないと駄目な部分もありますので、しっかりお願いしたいと思っております。その次の2番目の質問に移りたいと思います。この聴覚障がい者に関してですけれども、同僚議員が補聴器の補助をかなり熱心にやっていただいておりますので、その辺のところは置きまして、私の場合は違う形で聴覚障がいの方を取り上げさせていただきたいと思います。改正障害者基本法で、手話は言語のひとつだと認定されたのはご存じかと思うんですけれども、言語のひとつであると認定されたということは、信濃町の庁舎内で手話での対応が必要になってくると思います。理事者の認識をお伺いしたいんですけれども、情報のバリアフリー化は非常に大事だと思っております。信濃町において、聴覚障がい、障害者手帳2級、100デシベルの音が聞こえない人、100デシベルというのは音響関係者は簡単に分かるんですけれども大体高架下の電車が通っている時の音が聞こえない人です。障害者手帳2級をお持ちの方、それから決算の成果説明書で3名おられると認識しておりますけれども、その3名の方手話で会話ができる方なのかどうかお聞きしたいと思います。もしその方が役場に来られた時の対応はどうされるのかお聞きします。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　議員さんがおっしゃるように、決算書の説明書に載っているとおり、障害者手帳2級の聴覚の障がいをお持ちの方は現在3名でございます。そのうち手話で会話ができる方については、私どものところでは把握してございません。できるかできないかは聞けませんでしたので把握してございません。
●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　情報のバリアフリーという部分、それは大事だと思うんですけど認識はいかがでしょう。

●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長(横川正知)　原則的にその情報のバリアフリー、そのことは全く否定する立場じゃありませんし、極めて大事なことだと思います。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　長野県では昨年度より新型コロナウィルス感染症の感染拡大を受けて、手話通訳者のコロナの受診動向が困難な場合が多いと思われます。そういう時に手話通訳の利用ができるよう県独自の遠隔手話通訳システムの構築に取り組んでおられます。2021年4月からこの遠隔手話通訳システムの運用が開始されたところです。この導入した市町村というのは、今のところ50数市町村で、大きいところでは松本市なんかが入らないと言っておるんですが、信濃町では遠隔手話通訳システムの導入について非でも可でもなく無回答のようなんですけれども。どういうものなのかというと、スマートフォンで手話通訳する人を呼び出して通訳している、その人が言語で職員にお話する、そういうシステムであります。テレビでも県知事が談話を発表している時小さく手話の方が通訳されております。それと同じようなシステムを県は去年から導入しております。この費用については、サーバーの使用料やメンテナンスの費用などは長野県と加入市町村、それと長野県聴覚障害者協会の負担となって、聴覚障がい者本人の負担はないという形なんですけれども、これを信濃町は導入されるかされないか態度未定のようなんですけれども、これはどうなんでしょう。導入される方向で動いておられるのかどうかお聞きします。
●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　私の認識不足かも分からないんですが、長野県のその手話通訳の電話のサービスというのは、細かいところまで把握していないんですけれども、私の方で認識しているのは一般財団法人が令和3年7月から開始された日本財団電話リレーサービスという、通訳オペレーターが聴覚障がい者と聴覚障がい者以外の会話を、手話や文字から音声、音声から手話や文字に換えて即時双方向で通訳するという電話サービスを認識しておるんですけれども、その利用については調べさせていただいて、こういう電話リレーサービスっていうのがあるんだと認識してございます。それについては若干料金がかかるんだと思うんですけれども、詳しく調べておりませんが、日本財団のホームページにより利用登録が可能だということで、これについては個人で登録をしていただくんだということでございまして、これについては確かに自立した日常生活を送る上で、その支障を解消する一助となるよう制度の普及等広報に努めてまいりたいということで考えてございます。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。

◆10番（湊喜一）　これ長野県が導入したシステムというのが私にもよく分からないので、今ほど担当課長が言われた日本財団がこの電話リレーサービスっていうのを、ホームページを開くとすぐにいろいろなことが出てきますので、それはしっかり調べさせていただいているんですが、長野県が導入したのがこの日本財団の電話リレーサービスなのかどうかっていうのが今のところちょっと私も調べられていない部分でございます。長野県のこのシステムは、利用を希望される方はまず町に申請していただき、町から県へ進達して専用のQRコードが発行されて、利用時には通訳者の方とタイミングを合わせて手持ちのスマートフォンで接続すると利用できると。ですから特別なアプリケーションを入れたり、ソフトウェアを入れたりする必要がないという、通信内容は暗号化されているのでセキュリティ対策は万全であると言われております。この辺のところ、信濃町には障がい者2級の方が3名おられるということですから、その方々が来庁されるかどうか分かりませんけれども、信濃町は観光地です。こういう聴覚障がい者が旅行に来られていてその時に災害が起こった場合に、聴覚障がい者は災害弱者になると思われます。こういうシステムをすべての職員が使えるような体制というのは作っておく必要がある、災害対応という意味にも必要じゃないかと思っております。この導入に関してしっかり研究していただいて、本格化に導入していただきたいと思うんですけれども、町長の考え方をお聞きします。

●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長(横川正知)　　そういった条件整備といいますか、やっていくというのは時代と共に必要になってくるかなと思います。私自身も先ほどバリアフリー的なお話があったわけでございますが、例えば町が広報を発行したり、また議会も議会報が発行したりと、いわゆる紙ベースでの発行になっているわけであります。こういったことが目から訴えるといったらあれなんですが、場合によっては目が見えない皆さんはどういうふうにその情報を掴むのかなと、前々からちょっと心配もあって今途切れている状況でございますが、できればそんなようなことも、これが正しい言い方なのかはあれですが、いわゆるDXも含めてそんなことも繋がりをもって、誰もが正しく情報を受けられるそんな体制作りができればいいのかなと改めて思っているところでございます。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。
◆10番（湊喜一）　はい、じゃあ担当課の方は、この導入に関していかがでしょう。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　長野県が今行っているといいますか、作ったといわれるリレーサービスがちょっとどのようなものかというのが把握してございませんので、また調べる中で研究をしていきたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　湊議員。
◆10番（湊喜一）　情報のバリアフリーは非常に大事だと思います。以前目の不自由な方のための文書を読み上げる器械、確か住民福祉課の窓口に置いてあったように思うんですけれども、現行確認していないんですが確かそういうシステムを導入されたと記憶しております。それと同時に、要するに耳の不自由な方たちとの双方向の情報交換といいますか、対話ですよね。対話のシステムとしてこの電話リレーサービスといいますか、遠隔手話通話の方式をしっかり研究していただきたいと思うんですけれども、今情報のバリアフリー化で文書を読み上げてくれる器械の導入が確かあったと思うんですが現行どうなっていますか、その部分をお聞きしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　申し訳ございませんけれども、把握してございません。

●議長（佐藤武雄）　湊議員。
◆10番（湊　喜一）　確か4，5年前に保健予防係と環境係のカウンターのところにその文書のQRコードをかざすと読み上げてくれる器械が確かあったと思うんですけれども、壊れて更新されていないかも分からないですけれども、ちょっと確認していただけないですかね。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　今この場では把握できませんので、この後担当の方へ聞けというのであれば聞きますのでお願いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　湊議員。
◆10番（湊　喜一）　答弁保留で結構ですので、後でお答えいただきたいと思います。聴覚障がい者の人たちのための手話の遠隔リレー通訳といいますか、これ情報のバリアフリー化の中で非常に大事、スマートフォンがいろいろ発達してきた世の中で非常に大事なシステムだと思いますので、ぜひ導入を要望いたしまして私の一般質問を終わりたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　以上で、湊喜一議員の一般質問を終わります。この際申し上げます。2時50分まで休憩と致します。
(終了　午後2時39分)
【答弁保留分掲載】
（令和4年9月7日(4日目）　午前9時45分）
●議長（佐藤武雄）　おはようございます。ただ今の出席議員は、12名全員であります。本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。日程に入る前に、昨日の湊議員の一般質問で、答弁保留になっていた件について、回答の申し出がありましたので許可をいたします。柄澤住民福祉課長。
■住民福祉課長（柄澤　豊）　はい。昨日、湊議員さんからの一般質問で、答弁保留になっていた件について発言をさせていただきます。過去、住民福祉課に障がい者用で、QRコードを読み取ると、音声で読み上げてくれる機器があったが、今どうなっているかという内容だったと思います。活字文字読み上げ装置スピーチオという機器で、平成20年3月に購入した機器が、福祉係に過去ございました。機械ものですので、28年時点で老朽化で使えなくなりまして、また、利用もありませんでしたので、更新せずに令和元年度末で、破棄をさせていただきました。以上でございます。
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